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「青少年の学校外での生活を支える社会教育、家庭教育の役割J

1 研究テーマについて

これまでの社会教育部会の研究結果と連続性をふまえて、本年度の研究テーマは、「青少年の学校外で

の生活を支える社会教育、家庭教育の役割」とした。

2 研究の必要性と問題点

近年における青少年の学校外活動を振り返ると、月 2回の学校週五日制が試行された当初は、親子の

ふれあいや地域活動への参加を促すプログラムの必要性が叫ばれ、家庭で、の取組への支援や、社会教育

施設等でのプログラムの工夫などが行われた。

一方、少子化に伴う家庭における兄弟間での人間関係の減少や、共働き世帯の増加なども加わり、と

もすれば親子聞のふれあい時間の減少などが、問題となっていることが指摘されている。そうした問題

に対応するために、家族や家庭はどのような努力をし、必要な支援が何であるかは必ずしも明確ではな
L 、。

さらに最近では、学校教育制度の改革も生涯学習の理念からの改革を必要とし、地域における社会教

育との一層のつながりが求められている。

このように、地域社会における教育力の重要性が認められ、必要性が高いにもかかわらず、社会変化

の進展の中で、地域の教育力がうまく機能していないように見受けられる。

そこで、実態調査を行い、青少年の学校外活動の実際や父母のかかわりを明らかにする基礎資料を得

ることとした。その際、特に問題と考えられたのは以下の点であった。

( 1 )地域における教育力が下がっているのではないか。

1 )家庭での教育はどのような状況にあるか。親と子のかかわりはどのようであろうか。

2)地域社会から青少年への教育的働きかけはあるのだろうか。地域の人と声をかけあうことはある

のだろうか。

(2)青少年に対する社会教育施設のあり方はどうあるべきなのか。

(3)青少年自身の家庭、地域における生活の状況はどうなっているか。

1 )子どもの生活環境や考え方が変わってきているのではないか。

2)睡眠不足など、子どもの生活習慣が変化してきているのではないか。

3 研究課題

上記の問題をふまえ、研究課題として取り上げたことは次の5点であったo これらの問題を明らかに

しつつ、「青少年の学校外での生活を支える社会教育、家庭教育の役割」を検討することとした。

1 )家庭での生活および家族とのふれあいはどうなっているか

2)地域での人間関係はどのような実態であるか

3)在学青少年はどのような学校外活動をしているか

4)社会教育施設などの利用実態と要望はどのようなものであるか

5)学校外活動を充実させる上で必要とするもの・ことは何か

4 研究方法について

1 )調査方法:学校を通して記票する、調査票(質問紙)調査

2)調査対象:狭山市内に所在する、下記の学校の児童・生徒およびその父母。調査票は、児童・生徒

用と父母用の 2種類を作成し、実施した。①高等学校 (1----3年生) 1校、各 1クラス ②中学校

(1----3年生) 1校、各 1クラス ③小学校 (5・6年生) 2校、各 1クラス ④各学校、各クラ

スの父母

3)調査票の配布数・回収数は表 1のとおり o

4)調査期間 :9月23日----1 0月5日

5)データの整理・集計は東京家政大学社会教育研究室が行った。
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表 1 調査票配布・回収状況一覧

生徒 保護者 合計 回収率

配布数有効回収数配布数有効回収数配布数有効回収数有効回収率

A小学校

5年生 68 63 68 53 136 116 85.3 

6年生 62 60 62 47 124 107 86.3 

B小学校

5年生 76 73 76 55 152 128 84.2 

6年生 74 74 73 73 147 147 100.0 

C中学校

1年生 73 71 73 62 146 133 91.1 

2年生 67 65 67 55 134 120 89.6 

3年生 75 73 75 61 150 134 89.3 

D高校

1年生 90 73 90 55 180 128 71.1 

2年生 90 74 90 36 180 110 61.11 

3年生 90 71 90 44 180 115 63.9 

縦の合計 7651 697 764 541 1529 1238 

5 調査結果と分析

( 1 )子どもの日常や家庭での生活〈単純集計結果 I参照)

ここでは、日常や家庭での生活場面における両親または他の家族とのかかわりについて、朝起きたり

夜寝たりする時などの挨拶と親の叱責、さらには朝起きる時に誰かに起こしてもらうかについて調査を

した。

1 )保護者または他の家族との挨拶

保護者または他の家族との挨拶は、どの事項についても予想したより良く行なわれている。全項目と

も62. 3%以上である。概して保護者は児童・生徒より良く挨拶していると思っている。どの項目と

も83. 8%以上である。

しかし、朝起きた時の「おはようJと夜寝る時の「おやすみなさいjの挨拶は、それぞれ37. 4%、

35. 4%の児童・生徒はしていない。また、児童・生徒は「ありがとう」という言葉を 24%は言っ

ていないが、ほとんど (94. 7%)の保護者や家族は挨拶していると思っている。

挨拶の中で最も良く行なわれているのが「行ってきますJの挨拶である。 83. 9%の児童・生徒は

行なっているo 保護者も 94. 1 %は行なっていると回答している。

2)保護者の叱責

児童・生徒がしかられることとしては、「言葉づかいJが最も多く、 62. 4%であるo 次いで「うそ

をつくことJr帰宅時間Jrお金の使い方J(52. 4 %)の順になっている。一方、保護者の叱責につい

ては「言葉づかいJr外出先を言わないJr食物の好き嫌いJrうそをつくことJrテレビを見ること」等

の順で、大体、児童・生徒の傾向と似ている。年齢別でみると「言葉づかいJと「うそをつく」ことは

中学 1年で約8割と多い。ついで小学校5・6年で多く、高校3年になると 5割強となる。この傾向は

保護者も同様である。「お金の使い方Jについては小学5・6年から中学 1年までは比較的多いが、以下

学年と共に減少傾向にある。「外出先を言わないJことについては小・中学生よりは高校生の方がしから

れる率がやや多い。保護者の多くは叱っていると思っているが (62.3%)、児童・生徒の半数以上 (5
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2. 9%)は叱られないと思っている。この傾向は小学生ほど強い。「テレビを観ることJについては小

学生では約6割近くが該当するが、中学・高等学校では次第に少なくなる。また、保護者の叱責も小学

5年では約7割であるが、高校3年では約4割となり年齢の増加と共に少なくなっている。

また、ほとんどしかられないことは、「友達づきあいJJ服装Jr持っているものJr長電話J等であり、

保護者も大体その傾向にある。「長電話」については年齢と共に増加している。小学5年では 9. 5%で

あるが高校3年では 67. 7%と多くなっている。保護者もまた年齢の増加とともにしかる割合が増加

して行く o

3)毎朝起きる時

朝起きる時、誰かに起こしてもらうことについては75. 2%の児童・生徒が該当し、保護者もまた

83. 7%の保護者はそのように思っている。

(橋本)

(2)子どもの食生活(単純集計結果E参照)

インターネット・コンビニ・ 24時間営業等、こうした諸々の社会変化は日本だけでなく世界全体で

見られるようになってきている。多様な生活様式を自にするようになった現在、一人で食事をするとい

う事の是非は、一言では言えない時代になっているのかも知れない。一人で食事をするという子どもが

いるということをどのように捉えたらよいのだろうか。

1 )食事をしない子

朝食を毎日食べる子どもは71. 8%、夕食を毎日食べる子どもは 86. 1 %である。また、一人で

朝食をとる子どもは 38. 3%、夕食を一人でとる子どもは 1O. 6%であるo

食習慣という人聞が生きる上で基本となる生活習慣は、幼児期にさかのぼって考えていかなくてはな

らない問題であり、また、現代の家族にとって食生活の位置付けがどの程度重要なものなのかを検討す

ることも必要なのではないだろうか。今日、「食卓を囲むJという風景は架空に近くなってきているよう

である。親と一緒に食べるという子どもは43. 1 %であり、親が思っている 58. 9%とはかなり聞

きがある。母親が、夫(父親)にあわせるのではなく、子ども達の勉強時間(塾)にあわせて食事をす

るという、食事時間のズレも調べておくと良かった。

2)お弁当は誰が作るか

お弁当を誰が作るかという質問には、子どもの 89. 8%は「母親j と回答し、保護者の 94. 3% 

が「母親Jと答えている。「作らずに買うJという子どもは3. 7%であった。

子どもとのかかわりでは、お弁当だけでなく、おやつなどの与え方も重要な問題であるように思われ

るo お芋でも豆でもふかすものはふかし、煮るものは煮るという原点に戻って、食事を面倒だと考える

のではなく、また、作る時間を短くするという現在の習慣を変えていくことが必要であろうo 実はそこ

にこそ家族のふれあいがあるのであり、かかわりが減りお互いの話をすることが失われている事の原因

の一つになっているのではなかろうか。

テーブルを囲んで、家族であれこれ語らう時聞が、一番の栄養なのであり、心の栄養でもあるのでは

ないかと思うo

(加藤)

(3)子どもの自由時間・余暇生活(単純集計結果直参照)

1 )子どもの余暇時間

児童・生徒の約8割が5時間前後の自由時間・余暇時間を確保している。その5時間前後の過ごし方

も大半の児童・生徒がテレビに頼る傾向を持っており、次いで友人との遊びの時間に自由時間を費やし

ている。

問 15は、自分自身が最も楽しい時間とはどのような時かについて質問しているが、多くの児童・生

徒が友人と一緒に遊ぶことと回答している。これは子どもにとって自然な意見であり、子どもの協調性

フ“ヮ，



連帯意識を養う意味においても大事である。幸いに、友だちと遊んでいるときが一番楽しそうと見てい

る保護者の回答も多い。

2)保護者が見る子どもの余暇生活

自由時間・余暇時間を子ども達がどのように使っているかを保護者の目線で見た場合、第 1位がテレ

ビ視聴、次いで、「家での勉強Jr家族とのはなし、だんらんJr本や雑誌を読むJrアニメ・まんがを読

む」が横並び状態で続いているが、「クラスの友人などと一緒に遊ぶ」という回答者も 29. 4%ある。

次に、子どもが最も楽しいと感じられる時間について、保護者の回答は、「クラスの友人などと一緒に

遊ぶ」時聞が最も楽しいであろうと考えている。友人との遊びが子どもの成長にとってプラスにつなが

ることを肯定し、期待もしている結果なのであろうo また、「自分の趣味Jr家族との話・だんらん」が

子どもにとって最も楽しいであろうと感じている保護者の回答は、合計すると 24%である。

自由時間・余暇時間の使い方全体を見ると、核家族化、共働き夫婦の増加の影響も反映か、児童・生

徒の行動(家庭内の行動)は孤立化し、受け身化しているように見ることができる。

保護者の回答からは、間 15や問 17のデータが示すように、家族との触れ合う時聞が少なく、子ど

もを理解しているかどうか考えざるを得ない状況が見られ、家庭の教育力の弱さを感じる。それは、間

1 5で子どもの家の手伝いについて聞いた結果、 30分以内の手伝いが回答者全体の 9割であること、

また、間 18では、子どもの趣味は何かを保護者に聞いている問題に対して「ないJrわからない」が3

割を越えている点である。家の手伝いは、しつけとしても大事であり、子どもの趣味にしても、子ども

のバランスのとれた成長を遂げる意味でも大切なものであろう o このような点は学校教育ではなく、家

庭における教育、換言すれば「親と子のふれあいJとして教育をすべきことである。ただし、間 15の

質問に対してノーアンサー(不明)が極少数だ、った点は救いであろう。

(山下)

(4)子どもの友人関係・人間関係(単純集計結果N参照)

ここでは、児童・生徒の友人関係など人間関係を、①勉強、②友人、③クラブ活動、④将来・進路、

⑤性格、⑥家族について、児童・生徒には「困っているときは誰に相談するか」、保護者には6項目につ

いて「自分の子どもが因っていると思うか」を調査した。

1 )児童生徒の調査結果

児童・生徒の結果を見ると、「困っている」と答えている中で高い数値をあげている項目は、①勉強

(78. 3%)②将来・進路 (61. 1 %)③友人 (58. 0%)の3項目が高い数値であるふその他

の項目については、 35. 2%~4 5. 5%であり、勉強、将来・進路、友人と比べるとそれほど困っ

ていない結果がでている。

この結果を小学5年. 6年、中学 1年---3年、高校 1年---3年の各学年ごとの集計から見みると、勉

強、友人、クラブについては、中学生、高校生は「友人に相談する」が高く、小学生は「親に相談する」

が高い結果である。将来・進路については、各学年とも「親に相談するJが高い結果となっているo

2)保護者の調査結果

保護者の調査結果からは、各項目において、自分の子どもは「困っていないと思う」という回答が高

くでている。その中で「困っていると思う」と答えが高い項目は、「勉強Jr将来・進路」であるが、そ

れでも 24%、33%の結果でありそれほど高くはない。全体的には親は「困ってはいなしリと考えて

いるようである。

各学年別の集計を見ると、「勉強Jについては、中 1、中3、高校生の親の数値が高くあらわれてお

り、「将来・進路」では、中3、高3の保護者の数値が高くなっているoその他の項目では、「クラブJr友
人Jについては、中学生から高校 1年生の数値が高くなっており、「性格Jr家族」については、どの学

年も同じような数値であり、大きな学年の差は見られない。

qu 
ヮ，



3)児童・生徒と保護者の調査結果の比較

児童・生徒と保護者の調査結果を比較してみると、大きな開きがでている調査結果が見られる。その

中で特に目立つことは、児童・生徒が各項目において「困っているJと答えている数値が35. 2%-"'J 

78. 3%であるのに対して、保護者の子どもは「困っていると思うJと答えている数値は、 14. 2% 

.......33. 6%となっており、数値から見る限りでは、児童・生徒と保護者の考えていることに大きな開

きがある。保護者は自分の子どもが各項目において、それほど「困ってはいなしリと見ているようであ

るが、児童・生徒の答えている数値とは違いがでている。

次に「勉強Jr将来・進路」の項目については、児童・生徒の調査結果において、勉強 (78. 3 %) 
将来・進路 (61. 1 %)に対して、保護者の調査結果では、勉強 (33. 6%)将来・進路 (24.

4 %)となっている。ここでは数値の開きはあるが児童・生徒、保護者とも 6つの項目の中において

上位にあげている数値結果がでており、両者の共通した結果となっている。

(彦根)

(5)子どもの地域生活・地域活動(単純集計結果V参照)

1 )子どもの人間関係と地域

友人関係については、半数以上が近所にいると回答しており、大方、学校での友人である。近所づき

あいについては、児童・生徒の 80%以上が「近所の人とあいさつをする」と回答している。

次に、遊び場については、友人の家が最も多く、 2番目は公園で、 3番目が学校や校庭となっている。

こどもの遊び場については、保護者もある程度把握している。

2)地域施設等の利用

地域の施設(公民館、博物館、児童館等)の利用状況であるが、平均して「何回か行ったことがあるJ
という回答が50%前後で一番多い状況であるJ。近所のコンビニへ「週3.......4固いく」という児童・生

徒は20%以上もいて、コンビニが生、活の中で一部になっていることが伺われる。

3)学校外での活動

学校の授業以外の状況をみてみると、中学校・高校生では、 70%近くの人が、部活動をしている。

部活動が団体活動の重要なウェイトを占めている。

また、地域団体への、加入・習い事等については、野球、サッカ一、バレー等、スポーツ関係が圧倒的

に多く、地域の行事(祭り・運動会等)の参加については、 70%'"'"'80%前後の児童・生徒は参加し

ている状況である。

4)子どもの将来

将来の夢や計画について、「あるJと回答した児童・生徒は半数以上あり、児童・生徒・保護者とも内

容については、スポーツ選手等が圧倒的に多い。

5) ほしい施設

狭山市にあったらよいと思う施設について尋ねると、児童・生徒は大方、広く、のびのびしたスペー

スを要した遊び場というイメージが強い。保護者についても、美術館、大きいプール、音楽が活発にで

きる空間等専門性を備えたユニークな施設等を望み、現況下、子供にとって、自由な広い遊び場が少な

く、規制が多い現状を色濃く映し出していると言える。

(栗原)

6 おわりに(まとめと今後の課題)

地域での青少年の生活を中心に調べた今年度の調査研究は、家庭、地域における青少年の生活の一端

を明らかにすることができた。今回得られたデータは、地域的には限定されるものの、今日の青少年の

現状を示しているともいえるであろう o 限られた枚数の中では、データを示すことが重要と考え、解釈

は最小限にとどめることにした。より詳細な分析は今後の課題であるが、ここに示したデータからも、

小・中学生、高校生の「今」が見えるのではなかろうか。そして、その向こうには、「現在の家庭」が伺

えるように思われる。

1 )結果の概観

ここで一応の結果の概観をしてみようo

・家庭での親子の触れ合いは減少してきているといえよう。それは、家庭での挨拶の交わし方に見られ
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る親子のズレや、毎日朝食や夕食を一人でとる子どもがいるという点、さらには、子どもの悩みを親が

どの程度理解しているかという点でのこれもまた親子のズレなど、「すれ違い」のような感じが見られる。

それにまた、一日における親子の会話の時間も少なく、子どもたちの32. 0%、保護者の 66. 8%  

は rl時間以内」と回答しているのである。

・地域における人間関係も親の人間関係を反映しているのか、挨拶はするものの話をすることは 1割ロ

も満たない。同じ学校以外に友達はいないとする子どもも、 4O. 9%となっている0

・学習・遊び・レクリエーションに関わる公共施設の利用についても、必ずしも高い利用率とはいえな

い。余暇時間の増大、生涯学習社会への進展に伴い、地域での学習・遊び・レクリエーション施設は青

少年の利用も考慮しなければならないであろう。

-地域行事への参加は、「一度もないjとする回答も少なくはない。大人の生き様を見せる機会にも立ち

会わない子どもたちが多くなることにならないか心配であるo

2)家庭、学校教育を支える社会教育の重要性

こうした結果を踏まえて、「青少年の学校外での生活を支える社会教育、家庭教育の役割UJを考えてみ

た時、果たして、家庭が青少年の学校外での生活を支えることができるのであろうかという課題も残る。

この調査でも、女性の社会進出が進み、両親がともに仕事に従事している家庭が半数を超えているとい

う結果が出ているし、親が子どもを叱ることもあまりなくなっている。「服装Jr持っているものJr友だ

ちづきあい」については、 4分の 3以上の子どもが、「ほとんどしからないJという。しつけや親子関係

が上手くいっているということなのか、どうかは十分検討しなければならないだろうo だが、他の設問

の結果に見られるとおり、触れ合い時間の少なさや、親子のすれ違いは大きい問題である。とすれば、

家庭がますます子どもにとってどのような場所になっていくのかが気になるところである。子どもたち

が家庭での家族との生活を「たいへん満足しているjというのは35. 4%、保護者は 26. 8%に過

ぎない。

さらに、地域での行事や施設利用もそれほど多いとはいえない。社会教育が青少年を応援するとすれ

ばどのようなことができるのかは、己然として課題である。しかし、家庭における教育力が低下すれば、

社会教育の力を使わざるを得ないであろう。しかし、これも地域の人間関係ができてこそ可能なことで

ある。生涯学習の時代が進み、教育や学習は個人の責任になっていく感じがしているが、社会教育こそ

ますます重要になってきているといえるであろう。

また、生涯学習の理念を取り入れた学校教育の変化には、目を見張るものがある。学校の開放と同時

に、社会教育との融合は今日的な課題である。本来ボランタリーな活動である社会教育が、学校教育の

ニーズに応えるためにも、地域における社会教育を充実していかなければならない。

特に、子どもの悩みに対して先生は、予想以上に相談相手として関われていないことが分かった。

3)残された課題

今回は狭山市内に所在する小学校、中学校、高等学校の児童・生徒を対象に、狭山市内の地域特性を

代表すると考えられる学校を有意抽出し、調査を実施した。ここに示した結果は、単純集計を中心とす

るもので、クロス集計については本文でごく一部を説明で使用したに過ぎない。さらに詳細な検討が必

要である。しかし、ともかくも、子どもたちの学校外での活動の一端を見たわけである。ここでは自由

記述の回答を示すことができなかったが、子どもたちも保護者も、まじめに回答していた。生き生きと

した回答は今後の分析を待っているo

さらによこれからの学校教育の変化の方向を考えた時、地域とともに学校教育や学校の経営がなされ

ていくことになろうoそのとき、地域社会における多くの人々と学校や子どもとのかかわりがなければ、

期待される学校は生まれないであろう。社会教育がこれからどうあるべきかが関われてもいるのである。

学校や家庭を見つめながら、社会教育の今後のあり方を考えていかなければならない。

(執筆分担を明示した個所以外および集計データは山本が執筆した。なお、本稿の文責は山本にある。)
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学校外での生活に関する調査・単純集計結果(生徒:N=697、保護者:N=541) 

*保護者に対しての質問では、 rあなたはjのところをrあなたのお子様はJ、「あなたの家ではJと変えて質問した。
*下記には、児童・生桂のデータを「子どもj、保護者のデータを「親」の欄に示してある。

| 子|親| |子|親| |子 l親| |子 l親|
単純集計結果 I

|子|親! l子 l親| |子|親 l |子|親|
単純集計結果E
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|子|親|

|子|親|



|子|親| |子|親| l子|親| | 子 | 親 | |子|親|

単純集計結果E

|子 l親| |子|親 l |子|親 l |子|親| |子|親|

単純集計結果W
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l子 l親| |子 l親 l l子|親| i子 l親 i |子 l親 i
単純集計結果V



よく参加して |盟し参た主加い呈しJた」と 一度もない 不明 わからない
19.8 1 15.9 I tJ'&.，~ 1 47.21 48.2 I 1 32.71 30.3 I 0.31 2.0 

と|lL あ/i，、るる蒋菜、 r;:::.のような」とを りという、夢や計画がありますか、ありませんか。
52.9 I 52.1 1t.i:1， ¥ 9.61 12.2 Iわからない 37.31 34.0不明 0.11 1.7 

間35あな

(問35ー1
スポーツ選手 弁護士 美容師、栄養 芸人、俳置、

士、整嫡士、 声畳、アイド
料理入、すし ル、歌手
職人

16.2 1 15.4 I~ ， =f-lf-1 I 7.01 6.7 1 1 0.61 0.4 I 1 8.2L 9.9 7.6 

警警察官、婦事人 庖員 Iプ楽ロ関棋係士の、ー 音 企業家、商売 1 
官、刑 芸術人、商庖主

家、画家、作

2.11 2.01:t，1f!i:t 1 5.2 I 6.7 I 1 2.1 1 0.8家、漫画家 11.81 9.5 3.0 3.2 

教員、看保護母、 パイロット、字 学者、科学者 農業、林業
獣医、婦 宙飛行士、電

車・車の運転
20.3 22.1 1.5 2.0 手 3.0 1.2 1.2 1.6 0.9 一

外交官など国 ム技製術作者 ゲー その他
際的な仕事 2.11 0.4 ・設計 2.1 8.3 28.51 17.4 

間36あなたが狭山市にあったらよいと思う施設はどのような施設ですか。その施設で「やりたいjと思うことなど、自由に書いてください。
{回答略。記入率37.7%、32.9%)

間37このアンケートについて何かご意見があれば書いてください。(回答略。記入率:9.2%、20.9%)
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